
 

（別紙） 

 

天津医科大学との実証実験について 

 

◆実証目的 

HbA1cや空腹時血糖値の検査では糖尿病診断には至らない者(糖代謝異常者)を対象に効果検証。 

① 持続血糖計の装着による食後高血糖症状のある者を早期発見 

② CAReNAを利用しての遠隔食事療法の早期介入による食後高血糖症状の改善 

③ CAReNAにおける遠隔指導システムの有効性 

◆実証期間 

２０１９年５月末～２０１９年１０月 

◆実証協力機関 

協力機関：天津医科大学        実証先機関：北大医療海洋石油医院 

◆実証被験者数 

１６０名（糖代謝異常者として選定基準を満たしたもの） 

◆実証概要 

被験者１６０名を年齢、性別、食後高血値及び行動変容スコアに従い、CAReNAによる遠隔食事療法

を実施する介入群（Ｂ群）８０名と実施しない対照群（Ａ群）８０名とに分け、実証前と実証後に

おける主要評価項目の値の変化について、評価を実施。 

◆主要評価項目 

①  HbA1cと 食後高血糖の実験前後の変化 

②  食後血糖変動要因の意識・行動変化 

③  BMI、空腹時血糖、その他血液検査値、体組成（骨格筋量、体脂肪量等）の変化 

◆実証結果（抜粋） 

  

HbA1c：B 群において実証前後（P<0.001 以下）及び AB 群の実証前後（P=0.037）の改善効果が得

られました。 

FBS：B 群において実証前後（P<0.003）の改善効果が得られました。 



 

 

食事内容・栄養バランス： B 群において実証前後（P<0.029）及び AB 群の実証前後（P=0.013）

の改善効果が得られました。 

運動・身体活動：B群において実証前後（P<0.001以下）及び AB群の実証前後（P=0.025）の改善

効果が得られました。 

 

 

BMI：B 群において実証前後（P<0.001以下）の改善効果が得られました。 

内臓脂肪量：B群において実証前後（P<0.001以下）の改善効果が得られました。 

 

引用：天津医科大学「実証実験結果報告書」 

 

  



 

◆実証説明会の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆天津医科大学の概要 

 大学名：天津医科大学  公共衛生学院  栄養流行病研究所 

 ＵＲＬ：http://www.tmu.edu.cn/ 

 

◆北大医療海洋石油医院の概要 

 病院名：北大医療海洋石油医院 

 ＵＲＬ：http://www.pkucare.com/content/details23_1086.html 

 

以上 


